
肝胆膵精密検査入院プログラム

通常の健康診断では発見が難しい、肝胆膵領域の病気を調べるプログラムです。
膵がんが心配な方、糖尿病のある方
お酒を飲まないのに「肝機能が少し悪い」といわれている方にお勧めです。方

2泊3日
短期入院

1. 血液検査（肝胆膵）
肝の線維化（肝硬変の有無）
膵や胆道癌に関連した腫瘍マーカー

2. 腹部超音波検査（肝胆膵）
肝硬度の測定

3. 造影CT検査/MRI検査（肝胆膵）
肝臓がん/胆膵がんの有無をチェック

4. 超音波内視鏡検査（胆膵・オプション）
微小病変や膵のう胞を内視鏡で精査

5. 栄養指導（肝臓）
脂肪肝や肝硬変を予防する食事

6. 専門医のアドバイス
今後の治療の必要性、経過観察の方針についてお伝えします
必要に応じ、外科や代謝内科など他の専門医をご紹介します

肝臓
生活習慣病に関連して発症する

「代謝機能障害関連脂肪（MASH）」
が注目されています。

結果説明
治療や経過観察について

ご提案します。

膵がん・胆道がん
健康診断では発見が難しいがんです。
糖尿病の方、膵のう胞がある方は
膵がんになりやすいといわれています。


